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Abstmct h ordcr to obtttn basic informaloll to Pre?Ct Wtter dcttatld,he length ofttme of daily ac■ons whch rdate to waterllse
was exalnined,Tl■e dme for body ctte wHch includcs face alld hatld waslling,lavatory,cllanging dohes,Plltting cjll make uP atld
hair c∬e and hat for housewol・k including cookin3,deattng and lawidry w∝e taken uP fol・CO dlde ationコ随 relations?ps of the
ime taken uP by these activities ?h he su,ieWS life Ыyle represe?ed by occuPatiOn)age alld region as well as day of the week
were exalllined.Thetme sPent on housewot・k by wOl・kllag wOmen deげease  depending oul tte tme spellt wo?由どoutsideぬe home
on weck days.Housewives ill dielr twentles and tll■tles had less tte for housework because of tme sPent on ch?d care.There was
no diffet・ence between housewives alld women who wol・ked outside tte home in he percentTe who did housework at nlgh,
regttdless of tte day Of tte week,It was,however,influellced by wOrklllg Outside he home ttd,especlally for wor丘噌 women,it
was di∬げent h tlle mor皿将 and eVelallag On week days and weckends,






























































































































































































































































































































































































































































































◆ 土曜炊事・掃除・洗濯O  日曜身のまわりの用事


































































































































































































































































































































































田 平日 圏 土曜 □ 日曜 騒 平日  □ 土曜  □ 日曜
〇     〇     〇     〇
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図-17 都市規模別の身のまわりの用事の時間 図-18 都市規模別の炊事・掃除・洗濯の時間
細井由彦 :生活の中の水利用行動時間について





































































E3  日曜 炊事・掃除・洗濯
0       4      8      12      16
時刻
図-21 女性勤め人の「身のまわりの用事」および
20      24
「炊事・掃除・洗濯」の時間別行為者率



































































































































0    4    8    12   16   20   24
ずらし時間
図-23 女性勤め人の行為者率の自己相関係数
平日  土曜  日曜
(b)炊事 。掃除・洗濯
女性の行為者率積分スケール
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のの,炊事 。掃除・洗濯,身のまわ りともに職
業,曜日に関わらずほぼ同じ時間的行為者率を示
している。朝の炊事 。掃除・洗濯の行為者率は職
業,曜日によって顕著な差異が見られ,勤め人の
平日において最も顕著なピークが見られ,家庭婦
人の傾向は勤め人の日曜と似ている。
時系列特性を明確にするために図-23に勤め人の
行為者率の自己相関係数を示した.炊事・掃除・
洗濯において平 日の12時間の周期性が顕著であ
る.これとま土曜日にイまやや珂ヽさくなり, 日曜日に
は全く認められない。身のまわりの用事について
は,炊事 。掃除・洗濯に比べてやや小さいが日曜
日に12時間の周期性が見られ,平日になると小さ
くなる。この曜日との関係は炊事 ,掃除・洗濯の
場合と逆である。
行為者率の時間集中性を表すパラメータとして
つぎのような積分スケールを定義した。
r=J子
・じ●つIrτ
ここでC付)は自己相関係数,τ*はC(τ)が初めてゼ
ロになるτの値である。ある時間に行為者率が集中
して大きいと,ずらし時間が小さくても自己相関
係数の値は小さくなる。したがって上記の積分ス
ケールの値は小さくなる。
積分スケールの計算結果を図-24である。身のま
わりの用事に関しては勤め人,勤め人以外の有職
者,家庭婦人の順に大きく,勤め人では日曜日の
大きさが顕著である。すなわち勤め人は身のまわ
りの用事をする時間が家庭婦人に比べて,分散し
ており,とくに日曜日になると分散の度合いが大
きくなる。
炊事・掃除・洗濯は有職者は家庭婦人に比べて
平日は時間が集中する。日曜になると勤め人の行
動時間は大きく分散する。
5。 結言
本研究では生活時間調査データをもとに水利用
に関わる行動時間の特性について検討を加えた,
明らかにされたおもな結果を示すと次の通りであ
る。
1)職業別に女性の炊事・掃除・洗濯行動時間を
見た場合,農林漁業者,自営業者よりなる曜日に
よる変化が無く時間が長いグループ,事務・技術
職,販売・サービス職よりなる全体的に時間が短
いが土曜日の行動が相対的に長いグループ,土曜
日が相対的に長くかつ全体的に時間の長い技能・
作業職,曜日による違いが無く時間が短い無職の
4つに分類される。
2)有職女性の平 日の家事時間は仕事関連時間が
長くなるほど減少する顕著な傾向が認められる。
3)家庭婦人を年代別に見ると身のまわりの用事
の時間は40代を谷に年少,年長側に増加する。炊
事 。掃除・洗濯時間は逆に40代をピークに年少 ,
年長側に減少し,曜日依存も顕著で平日が最も長
く日曜が最小である。
4)家庭婦人の家事時間は曜日,年代に関わらず
自由行動時間と強い関係にあり,自由行動時間が
増加すると家事時間は減少する。
5)20,30代の家庭婦人では子供の世話の時間が
長いために炊事・掃除・洗濯時間が短くなってい
る.
6)女性の勤め人についても家庭婦人と同様に,
身のまわりの用事時間は40代に谷があり,炊事・
掃除・洗濯時間は判代にピークがある。
7)身のまわりの用事の時間的行為者率は曜日や
職業にあまり影響を受けていない.
8)炊事・掃除・洗濯の行為者率は夜は曜日や職
業の影響が少ないが,朝から夕方までについては
職業によって異なり,また女性の勤め人において
曜日による差異が顕著である。
9)勤め人の日曜日の行動時間は多様化が顕著で
ある.
本研究では1995年調査における定性的な傾向を
明らかにした。さらに経年的な変化等も考慮し
て,水利用行動とライフスタイルの関係を検討し
ていく,
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